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所長のひとりごと ７ 
                                   三 井 一 則 

  昭和３０年代初めの八ヶ岳の写真を見ると、現在の落葉松の林は写っていません。当時の写

真には、広大な草原が麓の田畑の近くまで広がっているようすが覗えます。整然と繁る落葉松林

となったのはほんの数十年前。それまでは何百年にもわたり一面の草原が広がって、様々な自然

災害等にも遭いながら広大な草原の景観を形成していたのでしょう。 

施設と隣接する鉢巻道路が出来て４０年余り。その隣を今年話題の大河ドラマ、風林火山の舞台

となる甲斐と信濃を結び、武田信玄によって整備されたと伝わる軍用道路『信玄の棒道』が平行

して走っています。 

川崎市の自然教室の子どもたちが使用するオリエンテーリングコースの一部には、その昔武田騎

馬隊が駆け抜けたかもしれない、信玄の棒道が含まれています。今、知らないうちに歴史の道を

歩いているのは、コンパスと地図を首から提げ、お弁当の入ったリュックを背負った子どもたち

です。 

２００７ ９ １ 

 

   

遅
い
梅
雨
明
け
で
し
た
が
、
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
の
影
響
で
し
ょ
う
か
今
年
の
夏

は
猛
暑
に
な
り
ま
し
た
。
猛
暑
と
い
っ
て
も
川
崎
に
比
べ
れ
ば
過
ご
し
易
い
八

ヶ
岳
、
約
80
の
団
体
、
60
の
グ
ル
ー
プ
・
家
族
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
夏

の
利
用
者
数
は
約
４
３
０
０
人
、
延
べ
利
用
者
数
は
１
２
０
０
０
人
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
最
高
の
利
用
者
数
で
す
。
川
崎
以
外
の
横
浜
、

平
塚
、
東
京
、
埼
玉
の
利
用
者
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
は
入
所
・
退

所
時
の
団
体
の
小
淵
沢
駅
ま
で
の
送
迎
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
各
団
体

の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
す
る
た
め
、
団
体
の
希
望
に
よ
り
自
然
の
家
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
っ
て
観
音
平
、
立
場
川
、
入
笠
山
登
山
口
、
乙
事
亭
（
そ
ば

打
ち
体
験
場
所
）、
練
習
グ
ラ
ン
ド
等
ま
で
の
送
迎
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
編
笠
山
の
登
山
が
片
道
３
時
間
足
ら
ず
で
楽
に
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
片
道
５
時
間
半
ほ
ど
か
か
っ
た
た
め
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
団
体
が

頂
上
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

今
ま
で
は
少
年
自
然
の
家
周
辺
だ
っ
た
活
動
場
所
が
ず
っ
と
大
幅
に
広
が
っ
た

こ
と
に
な
り
、
利
用
団
体
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
野
外
炊
事
等
の
持

ち
込
み
食
材
の
保
管
管
理
用
に
、
今
年
は
８
立
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
巨
大
冷
蔵

庫
を
用
意
し
た
り
し
て
利
用
者
の
便
を
図
り
、
喜
ん
で
頂
け
ま
し
た
。
８
月
に

入
っ
て
か
ら
は
好
天
が
続
い
た
の
で
、
美
し
い
星
空
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。
特

に
８
月
13
日
の
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
の
流
星
群
極
大
日
に
は
、
多
く
の
流
れ
星
が
飛

び
、
天
の
川
の
見
え
る
八
ヶ
岳
の
星
空
を
一
層
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

今
ま
で
に
な
い
夏
の
に
ぎ
わ
い 
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八
ヶ
岳 

 ７月
、８
月
に
実
施
し
た
４
つ
の
主
催
事
業
に

つ
い
て
お
知
ら
し
ま
す
。一
つ
目
は
７
月
７
～

８
日
に
実
施
し
た
「
自
然
探
検
隊
」
で
す
。
川

崎
と
富
士
見
の
子
ど
も
同
士
が
交
流
を
図
り

な
が
ら
、環
境
の
違
う
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
に
つ

い
て
学
ぶ
と
い
う
も
の
で
す
。富
士
見
か
ら
は

19
名
が
、
川
崎
は
20
名
の
子
ど
も
が
参
加
し

ま
し
た
。今
回
は
富
士
見
の
子
供
が
川
崎
へ
行

き
、川
崎
市
青
少
年
科
学
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
見
た
り
、
科
学
実
験
を
し
た
り
、
岡
本
太

郎
美
術
館
を
見
学
し
、翌
日
は
青
少
年
科
学
館

の
募
集
し
た
20
名
の
子
ど
も
と
名
刺
交
換
を

し
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
緒
に
多
摩

動
物
園
を
見
学
し
、普
通
に
行
っ
た
の
で
は
で

き
な
い
動
物
園
の
裏
側
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

り
す
る
体
験
を
し
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。二
つ

目
は
７
月
14
～
15
日
に
実
施
し
た
「
信
州
諏

訪
を
訪
ね
て
」
で
す
。
参
加
者
は
17
名
で
し

た
。予
め
募
集
し
た
人
に
自
然
の
家
に
集
合
し

て
も
ら
い
、
信
玄
の
棒
道
ハ
イ
キ
ン
グ
、
三
分

一
湧
水
、
風
林
火
山
間
見
学
、
諏
訪
大
社
、
高

島
城
、
諏
訪
湖
見
学
等
、
諏
訪
の
自
然
と
文
化

に
触
れ
て
も
ら
う
催
し
で
し
た
。そ
ば
打
ち
体

験
、
釜
飯
賞
味
な
ど
も
織
り
交
ぜ
、
皆
さ
ん
に

満
足
し
て
お
帰
り
頂
き
ま
し
た
。 

 

三
つ
目
は
８
月
11̃

13
日
に
実
施
し
た
「
森

の
探
偵
団
」
で
す
。
こ
れ
は
年
度
初
め
に
募
集

し
た
親
子
に
八
ヶ
岳
で
の
３
回
の
畑
仕
事
を

中
心
に
し
た
自
然
体
験
を
通
し
て
自
然
や
環

境
へ
の
理
解
を
図
り
、
家
族
の
絆
を
強
め
、
家

族
同
士
の
連
携
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
今
回
は
２
回
目
に
当
た
り
、
１
回
目

に
植
え
た
作
物
の
世
話
を
す
る
畑
仕
事
、武
智

川
で
の
釣
り
、ア
ス
ト
ロ
ハ
ウ
ス
で
の
星
空
観

察
、
ド
ラ
ム
缶
風
呂
、
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
を

し
ま
し
た
。
10
家
族
38
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
四
つ
目
は
「
編
笠
山
登
山
」
で
す
。
編

笠
山
は
２
５
２
４
ｍ
あ
り
、八
ヶ
岳
連
邦
の
一

番
南
に
位
置
す
る
山
で
す
。自
然
の
家
か
ら
は

初
心
者
で
も
比
較
的
楽
に
登
れ
ま
す
が
、頂
上

か
ら
は
南
ア
ル
プ
ス
、
北
ア
ル
プ
ス
、
富
士
山

な
ど
の
眺
望
が
素
晴
し
く
、
本
格
的
な
登
山
の

気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。今
回
の
参

加
者
は
８
名
で
、全
員
頂
上
を
極
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

こ
の
他
に
バ
ー
ド
コ
ー
ル
作
り
等
を
す
る「
八

ヶ
岳
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
」
を
毎
土
曜
、
日
曜

日
に
、
ま
た
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ウ
ス
で
は
地
元
の

人
を
対
象
に
折
々
の
星
座
や
星
雲
・
星
団
等
を

大
型
天
体
望
遠
鏡
で
観
察
す
る
「
富
士
見
星
空

観
察
会
」
を
毎
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
し
込
み 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
利

用
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。
申
し
込
ん

で
い
た
だ
い
た
場
合
、
利
用
の
可
否
を

出
来
る
だ
け
早
く
、
申
込
者
に
伝
え
よ

う
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
調
整
に
手

間
取
っ
た
場
合
で
も
２
日
以
内
に
返
信

し
て
い
ま
す
。 

川
崎
市
内
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
家
族
は

３
ヶ
月
前
か
ら
、
川
崎
市
外
は
２
ヶ
月
前

か
ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
、
直
接
申
し
込
み
が
で
き
る

ほ
か
、
空
き
室
情
報
、
料
金
等
に
つ
い
て

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

http:/
/
w
w
w
.kaw
asaki-
yatugatake.

jp/
 

も
ち
ろ
ん
、
フ
ァ
ク
ス
や
郵
便
で
の
申
し

込
み
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 
 

主 

催 

事 

業 
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マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場 

川
崎
市
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
の
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
の
下
、
せ
せ
ら
ぎ
の
森
の
横

に
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
ま
す
。
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
と
は
野
原
や
林
の
中
で
行

う
ゴ
ル
フ
で
す
。
と
は
言
っ
て
も
普
通
の

ゴ
ル
フ
で
は
な
く
、
ボ
ー
ル
は
直
径
７
㎝

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ボ
ー
ル
、
ス
テ
ィ
ッ

ク
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
使

い
ま
す
。
た
だ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
よ
り
力

を
入
れ
激
し
く
振
り
回
す
こ
と
が
あ
る

の
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
用
よ
り
丈
夫
に
作

っ
た
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
専
用
の
も
の
を
使

い
ま
す
。
ホ
ー
ル
は
直
径
20
㎝
の
空
き

缶
の
よ
う
な
も
の
で
、
中
心
に
ホ
ー
ル
ナ

ン
バ
ー
を
示
す
旗
が
立
っ
て
い
ま
す
。
ホ

ー
ル
数
は
ゴ
ル
フ
と
同
じ
で
18
あ
り
ま

す
。
ル
ー
ル
は
ゴ
ル
フ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
す
。
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
は
ゴ
ル
フ
の

よ
う
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
は

し
な
い
で
、
打
っ
て
地
面
を
転
が
す
と
い

う
こ
と
で
す
。
川
崎
市
八
ヶ
岳
少
年
自

然
の
家
の
コ
ー
ス
は
平
成
２
年
に
作
ら
れ

ま
し
た
。
林
の
中
に
あ
り
ま
す
の
で
、
立

ち
木
の
間
を
上
手
に
転
が
す
こ
と
に
な 

 

 

 

り
ま
す
。
長
野
県
に
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

協
会
が
あ
り
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
川
崎
市
八
ヶ
岳
少

年
自
然
の
家
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
の
公
認
コ
ー
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
こ
こ
で
大
会
を

行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
を

描
い
て
い
た
だ
く
た
め
に
各
コ
ー
ス
に
つ

い
て
記
し
ま
す
。
№
１
は
距
離30.7

ｍ
、
パ

ー
４
。
№
２
は
距
離44.5

ｍ、
パ
ー
５
。
№

３
は
距
離31.5

ｍ、
パ
ー
３
。
№
４
は
距
離

40.0

ｍ、
パ
ー
４
。
№
５
は
距
離32.8

ｍ
、
パ

ー
４
。
№
６
は
距
離59.0

ｍ、
パ
ー
５
。
№

７
は
距
離29.1

ｍ、
パ
ー
４
。
№
８
は
距
離

20.8

ｍ、
パ
ー
３
。
№
９
は
距
離24.7

ｍ
、
パ

ー
４
。
№
10
は
距
離28.5

ｍ
、
パ
ー
３
。

№
11
は
距
離28.0

ｍ、
パ
ー
４
。
№
12
は

距
離

27.8

ｍ
、
パ
ー
４
。
№
13
は
距
離

54.8

ｍ、
パ
ー
５
。
№
14
は
距
離26.5

ｍ、

パ
ー
４
。
№
15
は
距
離

28.5

ｍ
、
パ
ー
３
。

№
16
は
距
離28.8

ｍ、
パ
ー
４
。
№
17
は

距
離

31.8

ｍ
、
パ
ー
４
。
№
18
は
距
離

36.0

ｍ
、
パ
ー
５
。
合
計
で18

ホ
ー
ル
、

603.8

ｍ
、
パ
ー
72
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ
団
体

は
22
団
体
、
217
名
で
し
た
。 

 

 

● 

食
事
が
以
前
よ
り
豪
華
に
な
っ
た
気

が
す
る
。
野
菜
が
美
味
し
い
。
お
弁

当
に
お
に
ぎ
り
２
つ
だ
け
と
か
、
も

う
少
し
軽
め
の
も
の
が
あ
っ
て
も
う

れ
し
い
。
（青
少
年
団
体
） 

● 

天
候
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
の

前
倒
し
や
突
然
の
要
求
に
も
ス
ム
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
予
定
が

滞
り
な
く
実
行
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（青
少
年
団

体
） 

● 

少
人
数
の
家
族
利
用
で
し
た
が
親
切

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
所
内
で
出
会
っ
た
職

員
の
方
た
ち
に
昆
虫
や
植
物
な
ど
質

問
す
る
と
、
詳
し
く
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

も
大
満
足
で
し
た
。
（家
族
利
用
） 

施 

設 

紹 

介 

感 

想 

文 

よ
り 
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催
し
も
の
案
内 

  

土
曜
日
、
日
曜
日
、祝
日
に
グ
ル
ー
プ
、

家
族
で
ご
利
用
い
た
だ
く
方
を
対
象
に
、

午
前
１
回
、
午
後
１
回
、
次
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
費
１
０
０
０
円
。
星
空
観
察
は
参

加
費
無
料
。
参
加
申
し
込
み
等
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

★
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト 

小
鳥
の
巣
箱
作
り
、
バ
ー
ド
コ
ー
ル
作

り
、
白
樺
ク
ラ
フ
ト
、
焼
き
板
ク
ラ

フ
ト
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
ま
す
。

八
ヶ
岳
で
の
思
い
出
に
、
自
分
で
作

っ
た
も
の
を
お
土
産
に
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

★ 

星
空
観
察 
 

１
９
時
～
２
０
時
ま
で
、
ア
ス
ト
ロ

ハ
ウ
ス
で
満
天
の
星
空
を
見
な
が
ら

折
々
の
星
座
観
察
と
、
大
型
天
体
望
遠

鏡
で
の
天
体
観
察
を
し
ま
す
。
９
～
10

月
は
木
星
を
中
心
に
各
種
天
体
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 
 
 

 

  

八
ヶ
岳
の
自
然
、
地
域
、
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
に
、
毎
月
１

回
開
催
し
て
い
ま
す
。 

● 

幼
児
の
た
め
の
お
月
見
と
自
然
遊
び 

・ 

幼
児
を
対
象
に
お
月
見
や
自
然
の

中
で
草
木
を
使
っ
た
遊
び
や
体
験

を
通
し
て
自
然
へ
の
関
心
や
情
操

を
深
め
ま
す
。 

・ 

９
月
22
日
～
23
日
（
１
泊
２
日
）」 

● 

き
の
こ
狩
り
と
紅
葉
の
棒
道
ハ
イ
キ

ン
グ 

き
の
こ
狩
り
を
し
な
が
ら
信
玄
の
棒
道

を
歩
き
ま
す
。 

・ 

10
月
12
日
～
14
日
（
2
泊
3
日
） 

● 

新
そ
ば
と
田
舎
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

漬
物
を
作
ろ
う 

そ
ば
打
ち
や
漬
物
を
つ
け
る
体
験
を
通

し
て
富
士
見
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
ま
す
。 

・ 

11
月
23
日
～
25
日
（
２
泊
３
日
） 

・  費用
、
内
容
、
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

 
 
 

 

夏
の
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
は
セ
ミ
の

声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。エ
ゾ
ゼ
ミ
、

コ
エ
ゾ
ゼ
ミ
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、
ヒ
グ
ラ

シ
、そ
し
て
時
々
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
で
す
。

ま
た
、
ま
れ
に
チ
ッ
チ
ゼ
ミ
を
見
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
セ
ミ

の
声
が
弱
ま
る
と
共
に
秋
が
や
っ
て
き

ま
す
。
今
年
の
夏
は
過
去
最
高
の
利
用

者
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
い
こ

と
で
す
が
、
対
応
す
る
側
に
と
っ
て
は

過
去
最
高
に
大
変
で
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
な
い
よ
う
、
対
応
に
抜
か
り

の
な
い
よ
う
気
を
使
い
、
体
重
を
減
ら

し
た
職
員
も
い
ま
し
た
。
さ
あ
、
９
月

か
ら
の
学
校
団
体
も
手
抜
か
り
の
無
い

よ
う
気
を
引
き
締
め
て
迎
え
よ
う
。 

 

八
ヶ
岳
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト 

川崎市八ヶ岳少年自然の家 

〒399-0101長野県諏訪郡富士見町境字広原 

              12067-４８２ 

       ℡ ０２６６－６６－２０１１ 

       Fax０２６６－６６－２０１４ 

ホームページでも情報をお伝えしています。 

  http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 

指定管理者 （社）富士見町開発公社 

八
ヶ
岳
自
然
紀
行 

あ 

と 

が 

き 


